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「細菌ゲノム転写の包括制御機構

-ひとつの生物のすべての転写因子の

制御機能の理解を目指して-」

２０１２年３月８日（木） １７時-１８時３０分
医学部１号館第１講義室

20世紀分子生物学の勃興は、大腸菌をモデル生物として、個別遺伝子の発現制御機構が
解明され、今日の、生命科学の指導原理を提供した。21世紀への移行期に、ゲノム全構造
が解明されて、研究の様相が一変した。自然界では、大腸菌は、動物宿主体内を初め、あら
ゆる自然環境で強靭に生存している 多種多様は自然環境での生存には ゲノム全体が関

医学部１号館第１講義室

ゆる自然環境で強靭に生存している。多種多様は自然環境での生存には、ゲノム全体が関
わる複合現象であろう。ゲノムの解明によって、その分子機構が解析できる道筋が見えてき
た。この段階でも、遺伝的背景が一番分かっている大腸菌はモデル生物である。ゲノム転写
の包括制御機構の解明を目指して、我々が採用した研究の戦略・戦術を紹介し、現状を報
告し、討論したい。目標は、大腸菌転写因子全300種の制御機能の解明である。
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本セミナーは医学履修課程特別セミナー等を兼ねています。受講学生は履修簿を持参し、
セミナー修了後にサインを受けること。聴講は自由大歓迎です。学部生の皆さんもぜひどうぞ。
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